
平成２１年度第６回 医療法人社団主体会倫理委員会 会議記録の概要 
開催日時 平成 21年 12月 21日 16時～17時 
開催場所 小山田記念温泉病院第３会議室 
出席委員 
 

毛受、鈴村、家崎、山中、北村、牧野、松岡、大西 
（敬称略、順不同） 

新規研究計画の審議 
申請者 南圭介 

研究名 体重免荷歩行トレーニングによる呼吸循環応答の変化 
―健常若年者による 8週間トレーニングでの検討― 

研究内容

要旨 
【内容】22 歳～30 歳の健常者に対してＢＷＳＴＴ（トレッドミ
ル歩行トレーニング）による持久力向上を目的とした歩行トレー

ニングを一定期間行った場合の呼吸循環機能の変化を検証する。 
【方法】運動耐用能評価  
     対象者を 3群に分ける。 
    1回の歩行時間は 20分間。 

審議結果 差し戻し 
意見 介入研究であり、医師の助言が必要である。 

被検者への説明書にインフォームドコンセントを明記する。 
共同研究機関に提供される試料の内容を明記する。 

新規研究計画の審議 
申請者 高橋菊美 

研究名 病室内の湿度を上げて気管切開患者の呼吸器感染を減少させる試

み 
研究内容

要旨 
【内容】気管切開患者様（18 名）の病室（7 部屋）に加湿器を 1
台ずつ設置し湿度 40％～50％に設定。病室内の湿度を上げること
で呼吸器感染が減少するかどうかを検証する。 

審議結果 承認 
意見 説明書に追加記入が必要 

研究の中止基準を示す。 
研究中の診療は通常の保険診療とする。 
「呼吸器感染予防」の語を削除する。 

新規研究計画の審議 



申請者 佐藤雅城 

研究名 透析患者に対する温泉足浴、人工炭酸泉足浴、温水による下肢血

流量の比較 
研究内容

要旨 
下肢血流量改善を目的とし、透析患者に温泉足浴、人工炭酸泉足

浴、温水による足浴を実施し、ドプラー血流計にて下肢血流促進

効果の違いを比較する。 
審議結果 承認 
意見 説明書に追加記載が必要 

 研究参加により､被験者に期待される利益について 
その他、説明書の語句の訂正が必要 

 


